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（1）再資源化等契約を締結した年月日

（2）リサイクル等の実施状況

ロ 再資源化等契約により委託された再資源化に必要な行為を行った自動車破砕残さの総重量

及び当該自動車破砕残さに係る使用済自動車の台数　【シュレッダーダスト（※2）】

ロ 再資源化等契約により委託された再資源化に必要な行為を行ったガス発生器の総重量

及び個数並びに当該ガス発生器に係る使用済自動車の台数　【エアバッグ類（※3）】

ロ 再資源化等契約により委託された破壊に必要な行為を行ったフロン類の種類ごとの量

及び当該フロン類に係る使用済自動車の台数

（3）収支の状況

（参考）　再資源化等の運営に要したインポーター負担金とインポーターとしてのリサイクル全体収支

再資源化に要した費用　【B】

内　社内費用（人件費）【C】

内　社内費用（システム費）【C】

収支　【D】　（【D】＝【A】-【B】）

支出

0 -

インポーターとしてのリサイクル全体収支

【F】　（【F】＝【Ｄ】－【E】）
742,933 -

自動車リサイクル促進センター

の運営関連費用　【Ｅ】

120,000

-

-

-742,933

600,000

項目 合計
内フロン類 内エアバッグ類

収入 払渡を受けた預託金　【A】 3,609,567 320,164 471,493

2,866,634 293,634 471,847 2,101,153

内ASR

2,817,910

合計

0.000 kg 33.044 kg 33.044 kg 0 台 90 台 90 台 

CFC HFC 合計 CFC HFC

65 台 2 台 97 台 

フロン類の種類毎の量 台数

130.5 kg 207 個 462 個 669 個 30 台 

総重量

個数 台数

回収 作動 合計 回収 作動
  一部回収/

  一部作動
合計

総重量 台数

56,225 kg 126 台 

Hyundai Mobility Japan株式会社のリサイクル実施状況について

※１公益財団法人自動車リサイクル促進センターについてはホームページ（下記ＵＲＬ）をご参照ください。

自動車リサイクル法（使用済自動車の再資源化等に関する法律）に基づき、Hyundai Mobility Japan株式会社が、

2024年度（2024年4月1日～2025年3月31日）に実施したシュレッダーダスト及びエアバッグ類のリサイクル とフロ

ン類の破壊の状況を公表致しました。 なお、当社は自動車リサイクル法の規定に基づき、同法の指定法人である(公財)

自動車リサイクル促進センター（※1） と契約（再資源化等契約）を締結し、シュレッダーダスト及びエアバッグ類の

リサイクルとフロン類の破壊を行っています。

平成16年10月1日
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